


















































度を 200"Cとした場合， 70m出 s%、混合物はマンニトールより蓄熱速度が速くなり早く融解が進行するこ
とが明らかになった。放熱時では，熱媒体温度が 50"Cで放熱実験を行った場合，直接接触式潜熱蓄熱槽
が本研究で用いた管型熱交換器の潜熱蓄熱槽よりも平均放熱速度が大きくなることを明らかにした。さ
らに，管型熱交換器を用いた潜熱蓄熱槽に対して測定した熱物性値をもとに半径方向のみの 1次元熱伝
導解析として行い，蓄・放熱での熱量および蓄熱材温度の経時変化の比較を行い実験結果とほぼ一致する
ことを確認した。
以上の結果より新たな混合潜熱蓄熱材を用いて使用環境によって蓄熱方式を選定することにより，効
率を高めた省エネルギー機器の開発が可能であることを示した。本論文で得られた研究結果は，工学的
に大きく貢献するものであり.学位に値するものと判断する。
